
◎受験に必要な原理・原則を実感しながら身につける。

●書くことで理解を深める
……………………………………………………………………………………
要点を読んだり授業映像を見たりして内容を理解しながら授業ノートの空欄
に言葉や数を書き入れて学習を進めることによって、無理なく理解を深める
ことができます。

暗記教科ととらえられがちな中学受験の理科ですが、本来は「考えてわかる」教科です。中学受験コース3年
生の理科では、やみくもに項目や出題パターンを暗記させることはしません。受験の頻出分野理解のための楽
しい実験・くわしく段階を追った解説・読解力や表現力をつける問題で、無理なく「受験できる力」を身につけて
いきます。

Ｚ会中学受験コース3年生の理科では

４年生以降の学びの土台を作ります。

学習例：

●重要ポイントを再確認
…………………………………
要点の各項目の最後には、「お
ぼえておこう」というまとめの
コーナーを設けています。重要
事項を再確認することで、さら
なる知識の定着をめざします。
ここでは、左右の太さがちがう
ものの場合のもののつり合い
についての重要事項を強調し
て覚えさせるようにしています。

要点

授業
ノート

要点

●体験学習で実感する入試理科の基礎
…………………………………………………………………………………………………………………………………
重心の考え方は、入試理科で頻出の「力のつり合い」の分野の基礎となる重要な考え方です。ここでは、モビールを作る
体験をもとに「重心」について無理なく理解できるように工夫しています。

さらに、第２回ではわりばしの
ような左右の太さが違うものの
場合について学習します。

モビールを作る体験のあと、
第１回では左右の太さが同じ棒
におもりをつるしてつり合わせ
るときに計算のきまりがあるこ
とを学習します。

体験
ノート

●周辺知識のカバーで、より深く理解
…………………………………………………………………………………………………………………………………
体験学習のあとの第１回で実験の内容とその周辺知識をくわしく学習し、第２回では第１回をふまえ、より受験内容に近く
高度な内容を学習します。このような段階を追った学習で、無理なく知識を理解・吸収できます。

練習
問題

●知識を定着させ、表現力を養う
……………………………………………
入試理科では、実験結果を第三者にわかり
やすく伝える「表現力」も必要とされます。
「まとめてみよう」では、結果を再確認し、文
章などで表すことで、実験内容や結果を深
く記憶に残し、表現力も培います。

●知識が定着しているかを確認
……………………………………………
練習問題では、要点で学習した内容をそ
のまま問うのではなく、きちんと理解できて
いないと解けないような問題を出題してい
ます。この問題では、要点の「 1わりばしの
左右におもりをつるすと」の内容が理解で
きているかを確認しています。

［体験動画］


